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【ご注意】
このプレゼンテーションは公共測量作業規程の準則の
改正の内容（変更点）について説明しています。

•新旧対応表を基にGNSSに関することについて作成しています。
•作業の際は計画機関とご相談の上、行ってください。
•当社製品の対応を予定しておりますが、時期は未定です。



準則の一部改正の概要

１） 各種の衛星測位システムに対応

２） 基準点測量
－ キネマティック法の利用拡大

３） ネットワーク型ＲＴＫ法の観測方法の明文化

４） セミ・ダイナミック補正の明文化

５） 用語の統一と名称の変更



１） 各種の衛星測位システムに対応 ①

作業規程の準則 第34条第3項

ＧＰＳ観測はＧＰＳ以外の測位衛星からの電波を受信し、位相ﾃﾞｰﾀを
記録する作業を含むものとする

ＧＮＳＳ及びＧＮＳＳ測量を定義

第34条第3項から削除し、第21条第4項に記載

作業規程の準則 第21条第4項

ＧＮＳＳとは、人口衛星からの信号を用いて位置を決定する衛星
測位システムの総称で、ＧＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ、Ｇａｌｉｌｅｏ及び準天
頂衛星等の衛星測位システムがある。この規程では、ＧＰＳ及び
ＧＬＯＮＡＳＳをＧＮＳＳ測量に適用する



１） 各種の衛星測位システムに対応 ②

観測方法による使用衛星数

作業規程の準則 第37条第2項第二号ロ



２） 基準点測量 ①

観測方法

作業規程の準則 第37条第2項第二号イ



２） 基準点測量 ②

作業規程の準則 第37条第2項二 チ
キネマティック法は、基準となるGNSS測量機を整地する観測点（以下
「固定局」という。）及び移動する観測点（以下「移動局」という）で、同時に
GNSS衛星からの信号を受信して初期化（整数値ﾊﾞｲｱｽの決定）などに必要
な観測を行う。～略 なお、初期化及び基線解析は、観測終了後に行う。

キネマティック法



３） ネットワーク型RTK法の観測方法の追加 ①

ネットワーク型RTK法の観測方法の追加（明文化）

＊間接観測法
現地測量のTS点設置、地形・地物等の測定、
路線測量のＩＰ点、中心点、用地幅杭設置測量、
河川測量の距離標設置

＊単点観測法
現地測量のTS点設置、地形・地物等の測定、
写真測量の標定点設置
路線測量のＩＰ点、中心点、用地幅杭設置測量、
河川測量の距離標設置

作業規程の準則 第37条第2項二 ヌ
ネットワーク型ＲＴＫ法は～略
配信事業者からの補正データ等又は面補正パラメータを通信状況により
取得できない場合は、観測終了後に解析処理を行うことができる。



３） ネットワーク型RTK法の観測方法の追加 ②



３） ネットワーク型RTK法の観測方法 予備知識

直接観測法（ＶＲＳ方式）：単路線方式 1点設置する場合

＊仮想点の数：新点数＋1点＝2点



３） ネットワーク型RTK法の観測方法 予備知識

直接観測法（ＶＲＳ方式）：単路線方式 ２点設置する場合

＊仮想点の数：新点数＋1点＝３点



４） セミダイナミック補正の明文化

パラメーターの基となるデータ⇒電子基準点の定常的な地殻変動量



５） 用語の統一と名称の変更 ①

作業規程の準則における用語の一部改訂



５） 用語の統一と名称の変更 ②

準則内の用語の統一と、主に「GPS測量機」から「GNSS」測量機に名称変更したことにともなう用語の変更。



詳細は国土地理院HPをご覧下さい
http://www.gsi.go.jp

国土地理院HPより


